
学修支援センターでは感染対策を施しながら新入生の相談に対応

学
生
の
健
康
と
安
全
を
最
優
先
に

新
し
い
教
育
・
学
生
生
活
環
境
の
構
築
を
目
指
す

感
染
拡
大
防
止
を
徹
底

学
修
、経
済
、就
活
、心
身
に

関
わ
る
支
援

新
し
い
教
育
、学
生
生
活
環
境

を
目
指
し
て

　

２
月
初
旬
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
世
界
的
に
深
刻
さ
を
増
し
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
４
月
７
日
、
７
都
府

県
に
対
し
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
。
宣
言
は
５
月
25
日
に
解
除
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
も
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
自
粛

ム
ー
ド
は
続
い
て
い
る
。
未
だ
事
態
の
収
束
が
見
え
な
い
中
、
本
学
で
は
教
職
員
一
同
、
学
内
に
お
け
る
感
染
拡
大
防
止
と

学
生
支
援
に
全
力
で
あ
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
対
応
を
ま
と
め
た
。

　

新
緑
に
囲
ま
れ
、
多
彩
な

花
が
咲
き
誇
る
春
の
宮
代

キ
ャ
ン
パ
ス
。
例
年
、
多
く

の
学
生
が
行
き
交
い
、
活
気

に
あ
ふ
れ
る
時
期
で
あ
る
。

し
か
し
今
年
は
本
学
の
学
修

環
境
、
学
生
生
活
が
大
き
く

様
変
わ
り
し
た
。

　

大
き
な
不
安
が
社
会
を
覆

　

感
染
拡
大
が
深
刻
さ
を
増

す
に
つ
れ
、
世
間
で
は
「
３

密
の
回
避
」、「
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
」
が

　

１
９
１
８
年
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
以
来
と
い
わ
れ
る

感
染
症
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
。
大
学
も
こ
の
経
験
の
な
い

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
対
応
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
一
方
、
新
入
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
入
学

式
中
止
、
授
業
開
始
の
延
期
と
、
日
々
変
わ
り
続
け

る
社
会
情
勢
の
中
に
身
を
委
ね
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
、
大
学
は
皆
さ
ん
の
安
全
を
担
保
す
る
た

め
、
５
月
11
日
か
ら
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ
等
を
使
っ
た
遠
隔

授
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
短
い
準
備
期
間
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
本
学
の
先
生
方
は
、
学
生
一
人
ひ
と
り
に

配
慮
し
た
教
材
作
成
に
注
力
し
、
充
実
し
た
学
習
内

容
の
提
供
を
実
現
し
ま
し
た
。
た
だ
、
新
入
生
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
は
、
入
学
後
一
度
も
会
っ
た
こ
と
が

な
い
先
生
や
同
級
生
た
ち
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
に

臨
む
と
い
う
の
は
、
色
々
な
意
味
で
戸
惑
い
や
不
安

が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

本
学
は
「
実
工
学
」
を
標
榜
し
、
体
験
的
授
業
の

充
実
度
が
高
い
評
価
を
得
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
強
み
を
何
と
か
発
揮
し
た
い
と
、
他
大
よ

り
も
早
く
６
月
15
日
か
ら
製
図
を
含
む
実
験
・
実
習

系
の
対
面
授
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
例
年
通
り
の
内

容
を
担
保
す
る
た
め
、
講
義
系
科
目
が
終
了
し
た
後

の
８
月
一
か
月
間
も
実
習
系
科
目
の
集
中
実
施
期
間

と
し
ま
し
た
。
一
方
、
工
学
基
礎
教
育
の
ク
ォ
ー
タ

科
目
に
つ
い
て
は
、
プ
レ
ー
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
の
実

施
を
見
送
り
、
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

遠
隔
で
の
授
業
は
、通
常
の
対
面
授
業
よ
り
一
層
、

学
生
自
ら
主
体
的
に
取
り
組
む
と
い
う
姿
勢
が
不
可

欠
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
21
世
紀
型
学
力
と
し
て

社
会
に
求
め
ら
れ
る
力
で
あ
り
、
実
際
に
何
を
身
に

つ
け
た
か
が
自
覚
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

確
か
な
専
門
力
を
身
に
つ
け
、
そ
れ
を
社
会
に
活

か
す
経
験
を
す
る
―
そ
れ
が
本
学
の
目
標
で
す
。
逆

境
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
に
打
ち
勝
っ
た
者
は
、

評
価
さ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
の
で
す
。

学
も
適
切
に
対
策
を
講
じ
て

い
っ
た
。

■
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
の
中
止

　

学
内
に
お
け
る
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
３
月
以
降
の

主
要
行
事
を
す
べ
て
中
止
と

し
た
。
３
月
20
日
の
学
位
記

授
与
式
は
式
典
を
取
り
や

め
、
学
科
別
で
の
学
位
記
配

布
に
縮
小
。
４
月
１
日
の
入

学
式
も
早
々
に
中
止
を
決
定

し
た
。
こ
の
ほ
か
後
援
会
関

連
行
事
、
地
域
別
教
育
懇
談

会
、
各
種
講
座
や
講
演
会
な

ど
恒
例
行
事
の
実
施
も
見
送

る
こ
と
と
な
っ
た
。

■
休
校
措
置
と
施
設
閉
鎖

　

緊
急
事
態
宣
言
発
出
後
の

　

新
学
期
早
々
の
休
校
措
置

は
特
に
新
入
生
へ
の
影
響
が

大
き
い
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
や
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン

キ
ャ
ン
プ
と
い
っ
た
入
学
直

後
の
交
流
機
会
が
失
わ
れ
、

多
く
の
学
生
が
不
安
を
抱
い

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
鑑
み
、

成
田
学
長
は
４
月
８
日
、
在

学
生
に
対
し
動
画
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
配
信
。「
一
人
ひ
と
り

が
日
本
工
業
大
学
の
学
生
で

あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
力
を

合
わ
せ
て
こ
の
時
期
を
乗
り

越
え
よ
う
」
と
呼
び
か
け

常
識
と
な
り
、「
自
粛
」
か

ら
「
制
限
」
へ
と
流
れ
が
変

わ
っ
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た

社
会
の
状
況
に
合
わ
せ
て
本

４
月
８
日
以
降
、
本
学
は

「
休
校
措
置
」
を
講
じ
、
６

月
14
日
ま
で
の
期
間
は
キ
ャ

ン
パ
ス
内
へ
の
学
生
の
入
構

を
禁
じ
た
。
教
職
員
の
入
構

は
正
門
の
み
に
制
限
し
、
守

衛
所
に
て
入
構
記
録
を
残
す

よ
う
義
務
付
け
た
。
事
務
局

の
勤
務
体
制
は
在
宅
勤
務
を

原
則
と
し
、
各
部
署
は
必
要

最
小
限
の
人
数
に
よ
る
交
代

勤
務
に
て
業
務
を
遂
行
。
会

議
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施

を
推
奨
し
た
。

　

工
業
技
術
博
物
館
や
Ｌ
Ｃ

セ
ン
タ
ー
な
ど
、
一
般
開
放

し
て
い
る
施
設
は
学
外
者
の

利
用
を
制
限
し
た
。

整
備
を
目
的
と
し
た
本
学
独

自
の
緊
急
奨
学
金
（
５
万

円
）
を
在
学
生
に
対
し
給

付
。
春
学
期
学
費
等
の
延
納

措
置
も
講
じ
た
。

　

併
せ
て
、
文
科
省
や
学
生

支
援
機
構
に
よ
る
学
外
の
給

付
金
や
奨
学
金
に
つ
い
て
も

案
内
し
、
利
用
を
促
し
た
。

■
就
職
活
動
に
対
す
る
支
援

　

春
は
就
職
活
動
に
お
い
て

も
重
要
な
時
期
で
あ
る
。
各

種
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
学
内
合
同

企
業
説
明
会
と
い
っ
た
学
内

イ
ベ
ン
ト
を
中
止
し
、
学
生

と
企
業
の
接
触
も
オ
ン
ラ
イ

ン
に
限
ら
れ
た
。
こ
う
し
た

中
、
就
職
支
援
課
で
は
状
況

に
応
じ
た
取
り
組
み
で
支
援

を
継
続
し
て
い
る
。
具
体
的

な
対
応
は
３
面
で
紹
介
。

■
心
と
身
体
の
ケ
ア

　

休
校
の
影
響
に
よ
る
学
生

の
不
安
解
消
の
た
め
、
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
は
体
調
に
つ

い
て
の
相
談
に
対
応
。
医
療

機
関
の
紹
介
、
感
染
予
防
対

策
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い

て
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通
じ
て

発
信
し
て
い
る
。
学
生
相
談

室
は
学
生
の
心
の
悩
み
に
関

す
る
電
話
相
談
を
休
校
期
間

中
も
継
続
。
学
修
支
援
セ
ン

タ
ー
は
一
人
暮
ら
し
の
新
入

生
対
象
の
相
談
窓
口
を
設
け

て
不
安
解
消
に
努
め
た
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
学
生
向
け

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
日
本
工

大
サ
ポ
ー
タ
ル
」
を
通
じ
て

迅
速
に
発
信
し
て
い
く
。

　

本
学
は
こ
の
半
年
間
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
教
育
や
学

生
支
援
の
在
り
方
を
模
索
し

て
き
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ

は
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な

く
、
必
要
な
対
応
が
で
き
て

い
る
。
こ
れ
は
学
内
外
全
て

の
関
係
者
の
協
力
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
感
謝
を
申
し
上

げ
た
い
。
今
後
も
教
職
員
一

同
、
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く

状
況
に
応
じ
て
適
切
な
対
応

を
続
け
て
い
く
。

　

国
内
に
お
け
る
感
染
状
況

は
未
だ
に
収
束
の
兆
し
が
見

え
な
い
。
秋
以
降
の
感
染
再

拡
大
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
は
続

い
て
い
る
。

■
今
後
の
学
事
・
行
事
日
程

　

秋
学
期
以
降
の
授
業
計
画

や
行
事
日
程
に
つ
い
て
は
概

ね
例
年
通
り
の
実
施
を
予
定

し
て
い
る
。
不
要
不
急
、
実

施
困
難
と
判
断
し
た
行
事
に

つ
い
て
は
延
期
ま
た
は
中
止

と
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

■
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
の
確
保

　

ダ
イ
ニ
ン
グ
ホ
ー
ル
を
は

じ
め
学
内
食
堂
は
座
席
ご
と

に
仕
切
り
を
設
置
、
エ
レ

ベ
ー
タ
内
で
は
立
ち
位
置
を

表
示
、
事
務
窓
口
で
は
飛
沫

防
止
の
ビ
ニ
ー
ル
を
設
け
る

な
ど
、
学
内
各
所
で
感
染
防

止
対
策
に
努
め
て
い
る
。

■
迅
速
で
適
切
な
情
報
発
信

　

授
業
日
程
や
行
事
等
の
変

更
や
中
止
、
関
連
情
報
提
供

に
つ
い
て
は
引
き
続
き
公
式

た
。
こ
の
ほ
か
、
授
業
の
履

修
登
録
・
申
告
の
方
法
、
奨

学
金
申
請
方
法
や
学
生
生
活

ガ
イ
ダ
ン
ス
に
つ
い
て
も
動

画
で
説
明
を
行
っ
た
。

■
春
学
期
は
遠
隔
授
業
を
中

心
に
実
施

　

春
学
期
の
授
業
開
始
は

１
ヶ
月
以
上
延
期
と
な
り
、５

月
11
日
よ
り
遠
隔
授
業
、６

月
15
日
よ
り
対
面
授
業
を
開

始
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は
通

常
よ
り
少
人
数
に
留
め
、グ

ル
ー
プ
ご
と
に
隔
週
で
実
施

す
る
な
ど
の
対
策
を
と
っ
た
。

対
面
授
業
に
出
席
で
き
な
い

学
生
に
対
し
て
は
、不

利
益
が
生
じ
な
い
よ

う
配
慮
し
て
い
る
。

　

実
工
学
教
育
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な

い
実
験
・
実
習
に
つ

い
て
は
、
夏
休
み
期

間
中
に
集
中
し
て
実

施
す
る
。

■
給
付
金
・
奨
学
金

の
活
用
を
奨
励

　

遠
隔
授
業
の
実
施

に
伴
い
、
通
信
環
境

う
中
、
本
学
は
学
生
の
健
康

と
安
全
を
第
一
に
考
え
た
う

え
で
、
教
育
機
会
の
損
失
を

極
力
避
け
る
よ
う
尽
力
し
て

い
る
。
併
せ
て
保
護
者
、
学

外
関
係
者
、
地
域
住
民
の
皆

様
に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
適
切
な
対
応
と
情
報

発
信
に
努
め
て
い
る
。

在学生・新入生に向けた履修登録の説明画面

食堂では座席ごとに仕切り板を設置 エレベータ内の立ち位置表示

◆　
　
　

◆

遠
隔
授
業
だ
か
ら
こ
そ
身
に
つ
く
主
体
的
な
学
び

学
長　

成
田　

健
一

新型コロナウイルス感染拡大防止と学生支援

海外渡航、感染拡大防止のための注意喚起

在学生、新入生への学長メッセージ動画配信

緊急奨学金給付　（学生１人あたり５万円）

2020年度春学期学費等の納入期限延長

文部科学省／日本工業大学工友会「学生支援緊急給付金」案内

高等教育修学支援制度　「家計急変」案内

日本学生支援機構奨学金　在学採用（新規申込み）案内

令和２年度春学期授業開始日の延期

教科書のオンライン販売

春学期オリエンテーション、フレッシュマンキャンプ等の中止

履修登録説明、奨学金申請、学生生活ガイダンスの動画配信

遠隔授業開始（5/11）、対⾯授業⼀部再開（6/15）

学内合同企業説明会（4月）の開催中止

保護者のための就職ガイダンス（5月）の開催中止

学科担当者によるオンライン面談の実施

企業によるＷＥＢ説明会・面接等のための個人学習室貸出

学位記授与式の式典中止、学科別の学位記配布に縮小

入学式の開催中止

地域別教育懇談会中止、後援会定期総会を書面審議に変更

6/6・7/11オープンキャンパス　来場型からWEB型に変更

健康管理センター・学生相談室より心身のケアに関する情報発信

学修支援センターで一人暮らしの新入生対象の相談受付

学生相談室の情報誌「SCR Press」の発行

キャンパス内への学生の入構禁止

正門以外閉鎖、教職員入構記録、学外業者等事前登録を義務付け

工業技術博物館、LCセンター、食堂等の休館

職員の在宅勤務・テレワークの推進

不要不急の会議の中止、オンライン会議への変更

新型コロナウイルス感染拡大防止のための主な対応

施
設
閉
鎖

教
職
員

全
般

経
済
支
援

教
学
関
連

就
職
支
援

行
事
変
更

心
身

※記事は7月末時点の情報を元に作成しています
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新型コロナウイルス
本学の対応
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２
０
２
１
年
度  

入
試
情
報

Ｗ
Ｅ
Ｂ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

大
学
独
自
の
環
境
推
進
活
動
を
追
求

Ｎ
Ｉ
Ｔ
―
Ｅ
Ｍ
Ｓ
２
０
１
９
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
報
告

　

２
０
２
１
年
度
新
入
試
の

概
要
や
主
な
変
更
点
は
左
記

の
と
お
り
（
詳
細
は
受
験
ガ

イ
ド
、
各
募
集
要
項
を
参

照
）。

◆
入
試
名
称
の
変
更

　

大
学
入
学
者
選
抜
に
係
る

新
た
な
ル
ー
ル
に
基
づ
き
、

新
し
い
入
試
区
分
に
対
応
す

べ
く
、
４
つ
の
入
試
名
称
を

変
更
し
た
（
特
別
選
抜
入

試
・
共
通
テ
ス
ト
利
用
入

試
・
一
般
選
抜
入
試
・
総
合

型
選
抜
入
試
）。

◆
入
試
の
流
れ
を
変
更

　

特
別
選
抜
入
試
、
専
門
高

校
入
試
（
Ｓ
工
業
科
）、
総

合
型
選
抜
入
試
に
お
い
て

は
、
出
願
前
の
「
申
込
み
」

「
エ
ン
ト
リ
ー
」
が
無
く
な

り
、
出
願
、
面
接
、
合
格
発

表
の
流
れ
と
な
る
。

◆
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の

利
用

て
、
１
年
目
の
授
業
料
半
額

相
当
（
49
万
円
）
を
免
除
す

る
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、

遠
隔
面
接
等
を
行
う
場
合
も

あ
る
。

　

試
験
日
の
朝
に
検
温
し
、

体
調
が
悪
い
等
の
場
合
は
、

必
ず
入
試
室
に
連
絡
す
る
こ

と
。
各
試
験
で
別
日
程
等
を

案
内
す
る
。
試
験
場
内
に
お

け
る
マ
ス
ク
の
着
用
、
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
大
会
等
が
中

止
に
な
っ
た
場
合
な
ど
は
、

成
果
取
得
に
向
け
た
努
力
の

プ
ロ
セ
ス
も
評
価
す
る
。

◆
大
学
案
内
な
ど
の
資
料

　
「
２
０
２
１
大
学
案
内
」

な
ど
、
新
し
い
冊
子
を
ご
希

望
の
方
は
入
試
室
ま
で
。

　

共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試
で

は
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
を

活
用
す
る
。
教
科
は
数
学
・

理
科
・
外
国
語
（
英
語
）
の

３
教
科
と
し
、
配
点
は
各
教

科
２
０
０
点
、
合
計
６
０
０

点
で
評
価
す
る
。

◆
一
般
選
抜
入
試
の
試
験
範

囲
変
更

　

一
般
選
抜
入
試
の
数
学
で

は
、
数
学
Ⅲ
を
含
む
問
題
を

導
入
す
る
。
数
学
Ⅲ
を
含
む

問
題
と
含
ま
な
い
問
題
の
い

ず
れ
か
を
、
受
験
時
に
選
択

す
る
。

◆
一
般
選
抜
入
試
Ｂ
の
試
験

科
目
数
変
更

　

一
般
選
抜
入
試
Ｂ
の
試
験

科
目
を
数
学
・
理
科
・
英
語

の
３
教
科
必
須
に
変
更
。

◆
一
般
選
抜
入
試
英
語
外
部

試
験
利
用
を
新
設

　

英
語
外
部
試
験
に
お
い

て
、
本
学
の
指
定
し
た
ス
コ

ア
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
に

よ
り
出
願
で
き
る
。
数
学
・

理
科
の
２
科
目
で
受
験
で

き
、
英
語
は
免
除
さ
れ
る
。

◆
応
用
化
学
科
の
一
般
選
抜

入
試
・
共
通
テ
ス
ト
利
用
入

試
の
募
集
人
員
を
微
増

◆
学
校
長
推
薦
書
に
学
力
の

三
要
素
を
記
載

　

学
校
長
推
薦
書
に
、
学
力

の
三
要
素
の
記
載
欄
を
設
け

る
。
学
校
長
推
薦
書
の
必
要

な
入
試
は
、
特
別
選
抜
入

試
、
一
般
推
薦
入
試
（
指
定

校
）（
公
募
制
）、
専
門
高
校

入
試
（
Ｓ
工
業
科
）（
Ａ
工

業
科
）（
Ｂ
工
業
科
）
の
６

つ
の
入
試
。

◆
主
体
的
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
の
成
果
に
つ
い
て

　

３
月
入
試
、
一
般
推
薦
入

試
（
指
定
校
）（
公
募
制
）、

専
門
高
校
入
試
（
Ｓ
工
業

科
）（
Ａ
工
業
科
）（
Ｂ
工
業

科
）、
総
合
型
選
抜
入
試
で

は
、
主
体
的
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
の
成
果
な
ど
を
志
望
理

由
書
に
書
き
、
調
査
書
と
共

に
面
接
の
中
で
評
価
す
る
。

◆
質
疑
・
応
答
を
導
入

　

学
校
推
薦
型
選
抜
の
面
接

の
中
で
、
基
礎
学
力
を
把
握

す
る
た
め
の
質
疑
応
答
を
行

う
。
一
般
推
薦
入
試
（
指
定

校
）（
公
募
制
）
で
は
、【
数

学
Ⅰ
、
数
学
Ａ
、
物
理
基
礎

ま
た
は
化
学
基
礎
】
か
ら
選

択
。
専
門
高
校
入
試
（
Ｓ
工

業
科
）（
Ａ
工
業
科
）（
Ｂ
工

業
科
）　

で
は
、
課
題
研
究

へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
問

う
。

◆
Ａ
Ｏ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
入

試
を
廃
止

　

Ａ
Ｏ
エ
ン
ト
リ
ー
入
試
は

総
合
型
選
抜
入
試
に
移
行

し
、
Ａ
Ｏ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

入
試
は
廃
止
と
し
た
。
奨
学

金
制
度
は
、
総
合
型
選
抜
入

試
奨
学
金
と
し
て
引
き
継

ぎ
、
成
績
上
位
者
へ
学
科
・

コ
ー
ス
２
名
を
上
限
と
し

オンライン個別進学相談

大学案内

　

本
学
で
は
、
２
０
１
８
年

６
月
１
日
を
起
点
と
し
て
、

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
６

月
６
日
、
７
月
11
日
に
予
定

さ
れ
て
い
た
通
常
（
来
場

型
）
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
が
中
止
と
な
り
、
動
画
に

よ
る
情
報
発
信
に
形
を
変
え

て
実
施
さ
れ
た
。

　

当
日
は
朝
10

時
よ
り
、
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の

ラ
イ
ブ
配
信

サ
ー
ビ
ス
を
通

じ
て
動
画
が
放

送
さ
れ
た
。
成

田
学
長
は
参
加

高
校
生
に
向
け

た
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
中
で
「
学
生

が
実
際
に
使
用

で
き
る
も
の
づ

く
り
や
実
験
の

た
め
の
施
設
・

設
備
が
豊
富
に
揃
っ
て
い
る

の
が
本
学
の
特
色
だ
。
恵
ま

れ
た
環
境
の
中
で
学
生
た
ち

は
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通

し
て
活
き
活
き
と
学
ん
で
い

る
。
ぜ
ひ
次
の
機
会
に
、
そ

う
し
た
姿
を
実
際
に
見
に
来

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
訴
え

た
。
本
学
の
特
長
、
入
試
説

明
も
動
画
で
紹
介
さ
れ
た
。

配
信
動
画
の
合
計
時
間
は
約

60
分
で
あ
っ
た
。
当
日
は
配

信
の
ほ
か
、
受
験
生
が
入
試

や
学
科
選
び
に
関
す
る
ア
ド

バ
イ
ス
を
希
望
学
科
・
コ
ー

ス
の
教
員
か
ら
直
接
受
け
ら

れ
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
個
別
進

学
相
談
」
も
実
施
さ
れ
た
。

　

ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
た
動
画

は
実
施
日
か
ら
１
週
間
、
特

設
サ
イ
ト
か
ら
視
聴
可
能
と

な
り
、
詳
し
い
学
科
説
明
や

研
究
室
紹
介
に
関
す
る
動
画

も
併
せ
て
掲
載
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
先
立
つ
７
月
９

日
、
テ
レ
ビ
番
組
「
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
ナ
ビ
」
が
テ

レ
ビ
埼
玉
で
放
送
さ
れ
た
。

詳
細
は
下
の
記
事
を
参
照
。

自
己
宣
言
「
Ｎ
Ｉ
Ｔ
―
Ｅ
Ｍ

Ｓ
」（
日
本
工
業
大
学
環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
）
を

立
ち
上
げ
、
活

動
を
行
っ
て
き

た
。

　

今
ま
で
の
環

境
活
動
を
継
承

し
つ
つ
、
大
学

本
来
の
事
業
に

添
う
、
よ
り
進

化
し
た
Ｅ
Ｍ
Ｓ

を
追
求
し
活
動

を
行
っ
て
い

る
。
こ
こ
で
は

自
己
宣
言
後
１

年
間
の
主
な
内
容
に
つ
い
て

報
告
を
行
う
。

■
環
境
教
育

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る

「
環
境
特
別
講
演
」
に
加
え
、

12
月
と
１
月
に
本
学
も
の
づ

く
り
環
境
学
科
の
授
業
の
一

環
と
し
て
、「
環
境
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
埼
玉
県
主

催
）」
を
開
催
。
パ
イ
オ
ニ

ア
川
越
事
業
所
、
埼
玉
県
大

気
環
境
課
、
学
生
延
べ
約
80

名
が
参
加
し
、
社
会
貢
献
活

動
や
環
境
保
護
活
動
の
事
例

紹
介
を
基
に
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

■
低
炭
素
社
会
へ
の
貢
献

　

①
電
気
・
ガ
ス
の
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
活
動
を
積
極
的
に
実

施
。
埼
玉
県
地
球
温
暖
化
推

進
条
例
の
削
減
目
標
15
％
に

対
し
、
電
気
は
基
準
年
比

18
・
３
％
削
減
と
目
標
を
達

成
し
て
い
る
も
の
の
、
ガ
ス

は
15
・
７
％
増
加
で
未
達
成

と
な
っ
た
。
こ
こ
数
年
の
開

学
50
周
年
記
念
建
設
事
業
や

新
学
科
の
施
設
整
備
事
業
に

伴
う
建
物
の
増
築
に
よ
る
使

用
量
の
増
加
が
、
主
な
要
因

で
あ
る
。
現
在
、
基
準
と
な

る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
埼
玉
県

と
調
整
し
、
目
標
値
を
見
直

し
中
で
あ
る
。

　

②
Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
（
図
書

館
）
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

し
、
約
65
％
の
省
エ
ネ
を
実

施
。

　

③
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
ビ
ル
エ
ネ

ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
）
の
拡
充
を
図
る
た

め
、
10
年
が
経
過
し
た
既
存

の
中
央
監
視
装
置
の
更
新
工

事
を
開
始
。

　

右
記
の
主
な
活
動
以
外
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
学
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
頂
き
た
い
。

■
今
後
の
Ｎ
Ｉ
Ｔ
―
Ｅ
Ｍ
Ｓ

活
動

　

本
学
で
は
、次
世
代
を
担

う
優
れ
た
人
材
の
育
成
・
教

育
の
場
と
し
て
よ
り
良
い

キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、将
来
に
わ
た

る
持
続
可
能
性
を
実
現
す
る

た
め
に
、全
学
一
致
し
た
協
力

の
も
と
高
い
目
標
を
掲
げ
、

Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
推
進
し
て
い
る
。

こ
れ
に
向
け
、マ
ニ
ュ
ア
ル
・

規
格
等
を
改
め
、シ
ス
テ
ム

の
再
構
築
を
進
め
て
行
く
。

新入生の出身地マップ

テレビ埼玉「オープンキャンパスナビ」放送

33都道府県から1,104名が入学
北　海　道

7

青　　森
17

山　形
10（1）

宮　城
6（1）

秋　田
4 5（1）

岩　手

石　川
2

新　潟
11（2）

福　島
17（3）

千　葉
75（12）

茨　城
103（9）

静　岡
3

山　梨
6

東　京
168（16）

愛　知
1

長　野
24（3）

埼　玉
419（40）

群　馬
65（11）

栃　木
113（9）

奈　良
0

和歌山
0

三　重
2

岐　阜
0

滋　賀
0

福　井
0

富　山
3

山　口
0

広　島
1

岡　山
1

大　阪
1

島　根
2

鳥　取
1

兵　庫
0

京　都
0

徳　島
0

高　知
1

愛　媛
1

香　川
0

沖　縄
0

鹿 児 島
0

宮　崎
1

熊　本
3

大　分
0

長　崎
1

佐　賀
1（1）

福　岡
0

神奈川
5

0人 1～9人 10～49人 50～99人 100人～

外国人・大検等

24（7）

合　計

1,104（116）

入学者総数（女子）

〈凡　例〉

※編入学生、および秋季入学者の数は含まない

　2020年度都道府県別入学者数がまとまった。総入学
者数は1,104名（入学定員は1,000名）、うち女子学生は
116名である。都道府県別入学者数は、昨年に続き埼玉
がトップで419名。次いで東京が168名、栃木113名、茨
城103名、千葉75名がベスト5。入学者は、全国33都道
府県から集まっている。

●新入留学生の出身国と人数
国籍 計

中国　　　 17

マレーシア 1

計 18

エコロジープレス

サステイナブルキャンパス充実への取組み
●ECO MUSEUM／キャンパスがまるごと環境博物館
●本学における環境活動部門での受賞履歴／彩の国埼玉環境大賞優秀賞受賞
●施設の充実（研究室や実験室の環境整備）
　環境活動優秀賞・5号館（多目的講義棟）愛称決定
　2019年度 後援会特別事業
●地球環境保全とサステイナブルキャンパスの構築
環境教育検討部会・化学物質管理検討部会・学生環境推進連携部会・エネルギー使用管理部会

●社会・地域との連携・協働
●学生環境推進委員会活動記録
●環境分野研究奨励助成金制度の採択研究一覧
2018年度研究成果報告

編集・発行
日本工業大学 環境推進委員会 No.20

2020
令和２年

サステイナブルキャンパスのさらなる充実！

箱根登山鉄道 モハ1形 103号

環境コミュニケーション（2019年12月）

ライブ配信された全体説明動画

　お笑い芸人の永野さんとカミナリが本学の学部や研究室、学内
施設を紹介する番組で、7月9日に放送されました。
　教員も多数登場し、オープンキャンパスの雰囲気が体験できます。
　放送は期間限定の動画で視聴可能です。ぜひ、ご覧ください。
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コ
ロ
ナ
禍
の
就
活

就
職
支
援
情
報

　
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
は
多
様
性
の
時
代

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
・
教
授　

萬
代 

憲
司

　

今
年
は
、
学
校
に
お
け
る

学
び
方
、
企
業
に
お
け
る
働

き
方
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。

企
業
で
は
テ
レ
ワ
ー
ク
が
一

般
的
と
な
り
、
専
門
職
大
学

院
に
お
い
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
が
中
心
に
な
っ
た
。
私

は
実
務
家
教
員
と
し
て
人
事

部
門
で
働
い
て
い
る
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
か

ら
仕
事
の
生
産
性
が
下
が

る
、
と
の
理
由
で
な
か
な
か

進
ま
な
か
っ
た
、
日
数
制
限

の
な
い
テ
レ
ワ
ー
ク
を
一
気

に
導
入
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
学
校
や
企
業
に
お
い

て
、
急
激
に
デ
ジ
タ
ル
化
が

進
む
と
い
う
変
化
を
も
た
ら

バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
時
代
と

し
た
い
。
特
に
場
所
の
制
約

が
必
要
無
く
な
る
の
は
、
大

き
な
貢
献
要
因
と
な
る
。

　

第
一
に
、
障
が
い
者
、
介

護
、
子
育
て
な
ど
、
今
ま
で

本
人
や
家
族
の
理
由
で
移
動

が
困
難
だ
っ
た
人
に
選
択
肢

が
与
え
ら
れ
る
。

　

第
二
に
、
副
業
も
容
易
と

な
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り

移
動
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
場

所
の
制
約
も
な
く
な
る
こ
と

か
ら
、
自
分
の
出
身
地
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
な
ど
遠
隔
地
で

の
副
業
の
選
択
肢
も
増
え

る
。
大
都
市
へ
の
集
中
化
リ

し
た
の
は
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
」
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
後
の

「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
（
新
常

態
）」
に
お
い
て
も
デ
ジ
タ

ル
活
用
は
必
須
で
あ
ろ
う
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
テ
レ

ワ
ー
ク
を
実
際
に
行
う
と
、

通
勤
・
通
学
時
間
の
短
縮
や
、

予
想
よ
り
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
と
の
肯

定
的
な
意
見
も
多
い
。
真
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
実

施
し
て
こ
そ
実
感
で
き
る
。

　

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
の
時
代

で
は
、
複
数
の
選
択
肢
を
用

意
す
る
必
要
が
あ
る
。
コ
ロ

ナ
へ
の
対
応
と
い
う
受
身
で

は
な
く
、
前
向
き
に
ダ
イ

ス
ク
軽
減
や
、
地
域
活
性
化

に
も
結
び
つ
く
。

　

第
三
に
、
日
本
国
外
か
ら

の
参
加
も
可
能
と
な
る
。
よ

り
多
様
な
考
え
方
や
経
験
を

学
校
や
企
業
に
取
り
入
れ
る

こ
と
が
で
き
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
結
び
つ
く
可
能
性

が
高
ま
る
。
言
葉
の
問
題
は

あ
る
が
、
同
時
通
訳
機
能
の

話
も
あ
り
、
早
期
の
実
現
を

望
み
た
い
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
よ
り
も
対
面

で
の
学
習
や
仕
事
の
方
が
、

効
果
は
大
き
い
か
も
し
れ
な

い
。
ど
ち
ら
か
一
つ
の
方
法

よ
り
も
、
両
方
を
併
存
さ
せ

る
こ
と
は
、
よ
り
工
夫
し
た

仕
組
み
が
必
要
な
の
は
間
違

い
な
い
。
し
か
し
、
選
択
肢

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
、

今
後
の
如
何
な
る
変
化
に
も

対
応
で
き
る
組
織
と
な
り
、

真
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ

ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
を
実
現
で

き
る
と
信
じ
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
る
緊
急
事
態

宣
言
の
発
出
に
よ
り
、
観
光

産
業
や
飲
食
業
は
も
と
よ

り
、
自
動
車
会
社
が
生
産
停

止
に
追
い
込
ま
れ
る
な
ど
、

我
が
国
の
経
済
活
動
は
大
き

Ｂ
を
利
用
し
た
会
社
説
明
会

や
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
面
談
を
中
心
と

し
た
採
用
活
動
に
切
り
替
え

る
企
業
が
続
出
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

５
割
程
度
の
学
生
が
６
月
中

に
内
定
を
獲
得
し
て
い
る
。

一
方
で
こ
れ
か
ら
企
業
に
接

触
を
図
る
と
い
う
学
生
も
多

く
、
昨
年
ま
で
の
、
複
数
内

定
を
取
る
学
生
と
内
定
が
得

ら
れ
な
い
学
生
、
と
い
う
２

極
化
に
対
し
て
、
今
年
は
内

定
を
得
た
学
生
と
こ
れ
か
ら

就
職
活
動
を
始
め
る
学
生
、

と
い
う
さ
ら
に
深
刻
な
２
極

化
の
傾
向
を
感
じ
て
い
る
。

　

例
年
で
あ
れ
ば
７
月
末
時

点
で
８
割
を
超
え
る
内
定
率

が
、
今
年
は
６
割
に
達
す
る

な
痛
手
を
受
け
た
。
ま
た
、

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
に
伴
う
在
宅

勤
務
は
こ
れ
ま
で
の
就
職
採

用
活
動
を
一
変
さ
せ
た
。
先

の
見
通
し
の
立
た
な
い
経
済

状
況
に
よ
り
、
長
く
続
い
た

売
り
手
市
場
の
追
い
風
は
消

え
去
り
、
採
用

計
画
の
見
直
し

や
採
用
を
取
り

や
め
る
会
社
も

出
始
め
て
い
る
。

一
方
、
３
密
防

止
の
観
点
か
ら
、

恒
例
と
な
っ
て

い
た
イ
ベ
ン
ト

会
場
で
の
合
同

会
社
説
明
会
は

相
次
い
で
中
止

と
な
り
、
Ｗ
Ｅ

か
ど
う
か
と
い
う
厳
し
い
状

況
で
あ
り
、
就
職
活
動
は
長

期
化
の
様
相
を
呈
し
て
い

る
。
そ
の
場
合
、卒
業
研
究
・

計
画
と
就
職
活
動
を
平
行
し

て
進
め
な
く
て
は
な
ら
ず
、

学
生
に
と
っ
て
厳
し
い
状
況

と
な
る
。
秋
以
降
の
経
済
状

況
も
見
通
せ
な
い
中
、
一
刻

も
早
い
内
定
獲
得
に
向
け
た

就
職
支
援
を
進
め
て
い
る
。

　

大
学
へ
の
入
構
禁
止
期
間

中
に
突
然
始
ま
っ
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ

面
談
に
、
学
生
た
ち
が
悪
戦

苦
闘
す
る
情
報
や
相
談
も
寄

せ
ら
れ
た
。
通
信
回
線
が
不

安
定
で
音
声
が
途
切
れ
て
し

ま
う
、
初
め
て
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
面

談
で
ガ
チ
ガ
チ
に
緊
張
し
、

終
わ
っ
て
振
り
返
っ
た
ら
洗

濯
物
が
干
し
て
あ
っ
た
…
。

５
月
初
旬
に
は
就
職
支
援
課

員
の
在
宅
ワ
ー
ク
と
し
て
Ｗ

Ｅ
Ｂ
相
談
を
開
始
す
る
と
と

も
に
、
学
内
で
通
信
環
境
の

良
好
な
個
別
学
習
室
を
手
配

し
た
。
本
学
学
生
の
特
質
に

合
わ
せ
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
面
接
対
策

の
動
画
制
作
・
配
信
な
ど
の

支
援
も
行
っ
た
。
６
月
に
入

る
と
教
員
か
ら
報
告
さ
れ
た

学
生
た
ち
の
活
動
状
況
に
基

づ
き
、
未
内
定
学
生
の
ほ
ぼ

全
員
に
電
話
連
絡
を
実
施
し

た
。
中
で
も
出
足
が
遅
い
学

生
に
対
し
て
の
呼
び
掛
け
を

強
化
し
て
い
る
。
中
止
に

な
っ
た
４
月
の
「
学
内
合
同

企
業
説
明
会
」
の
代
替
策
と

し
て
、
学
生
が
説
明
を
聞
き

た
い
企
業
を
選
択
し
、
企
業

側
か
ら
学
生
へ
情
報
提
供
を

す
る
取
り
組
み
も
実
施
し

た
。
ま
た
新
し
い
企
画
と
し

て
、
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
就
職
を
希
望
す
る
学
生
の

「
学
生
情
報
」
を
掲
載
し
、

企
業
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

学
生
の
情
報
を
閲
覧
、
興
味

を
持
っ
た
学
生
に
は
大
学
経

由
で
オ
フ
ァ
ー
が
届
く
、
と

い
う
逆
求
人
型
サ
ー
ビ
ス
の

運
用
を
開
始
す
る
な
ど
、

様
々
な
施
策
で
就
活
生
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
の
就
職
活
動
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
動

画
の
活
用
」
で
あ
る
。
動
画

の
視
聴
に
よ
る
情
報
収
集
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
動
画
を

使
っ
た
自
己
Ｐ
Ｒ
等
、
従
前

の
対
面
主
体
の
活
動
か
ら
ド

ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
変
貌
し
て

い
る
。
た
と
え
出
遅
れ
た
と

し
て
も
、
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
に

強
い
学
生
の
適
応
力
は
高

い
。
時
代
に
即
し
た
就
職
支

援
体
制
を
充
実
さ
せ
、
全
員

の
希
望
が
叶
え
ら
れ
る
よ
う

支
援
を
進
め
て
い
き
た
い
。

就職に関する相談にスタッフがオンラインで対応

学生支援部長賞・環境活動優秀賞
　学生支援部長賞は国家試験合格、競
技大会出場、地域貢献など、課外活動
や社会活動において顕著な実績を残し
た学生が対象。環境活動優秀賞は環境

共生社会実現に向けた活動が認められ
た学生が対象。3月12日の表彰式にお
いて、竹内学生支援部長より受賞者に
表彰状が授与された。

2019年度学生支援部長賞受賞者一覧
学科・専攻 氏名・団体名 表彰理由

情報工学科 磯部　佑太 「JIDF学生文化デザイン賞2019」グランプリ受賞、「ぐんまプログラミングア
ワード」日東システム開発賞受賞

情報工学科 榎本　大貴 情報処理安全確保支援士試験合格（単位認定4単位相当）
情報メディア工学科 小池　智也 2019年度JOCジュニアオリンピックカップ（クレー射撃：トラップ種目）8位入賞

建築学科 須藤　優斗 内閣府が実施する2019年度「心の輪を広げる体験作文」優秀賞（内閣府特命担当
大臣賞）」（一般区分）受賞

機械システム工学専攻 陳　茁 新型コロナウィルスにおける留学生対応の協力
建築学科 ことかラボ 「かすかべビジネスプランコンテスト」春日部商工会議所賞受賞
建築学科 マスコット 「春日部市大学生政策提案コンテスト2019」最優秀賞受賞

2019年度環境活動優秀賞受賞者一覧
学生環境推進委員会 「令和元年度彩の国埼玉環境大賞」優秀賞　受賞

2020年度 科学研究費補助金内定

　4月1日に日本学術振興会より科学研
究費助成事業の交付内定が通知され、
本学は新たに下記9件の研究課題が新規
採択を受けた。継続課題29件を含める
と、本年度は38件の課題が科学研究費
の助成を受け、研究が進められる。

　本学教員の研究課題は、ものづくりの
基盤を支える技術から今後の技術革新
に繋がる可能性を秘めたものや人文科学
や教育学の系統に及ぶなど、多岐にわた
る。研究成果が、わが国の科学技術や学
術の発展に貢献できるよう期待したい。

2020年度　科学研究費助成事業　交付決定者・内定者一覧

研究種目 学科 職 研究代表者
氏名

継続／
新規

採択
年度 研究課題

基盤研究（C）機械工学科 教　授 村田　泰彦 新規 2020 炭素繊維強化熱可塑性樹脂シートの加熱・冷却ハイブリッド射出成形現象の実験解析

基盤研究（C）電気電子通信工学科 教　授 吉田　　清 新規 2020 直流高電圧のアーク放電遮断に効果的な封入気体とアーク放電抑制機構の解明

基盤研究（C）電気電子通信工学科 教　授 吉野　秀明 新規 2020 IoTシステムの過負荷を抑制するLPWAネットワーク輻輳制御に関する研究

基盤研究（C）電気電子通信工学科 准教授 木許　雅則 新規 2020 屋内でのシームレスな消音を実現する超指向性スピーカを用いた多チャネルANCの開発

基盤研究（C）応用化学科 教　授 佐野　健一 新規 2020 高い構造異方性を持つ細胞透過性人工タンパク質の細胞透過機構の解明

基盤研究（C）情報メディア工学科 准教授 神林　　靖 新規 2020 移動エージェントを用いた構造物検査のための飛行群ロボット制御の研究

基盤研究（C）建築学科 准教授 伊藤　大輔 新規 2020 実用化に向けた昼光設計支援のための性能評価マトリックス指標の確立

基盤研究（C）共通教育学群 准教授 梅谷　篤史 新規 2020 ハイパー核の生成・構造・崩壊の拡張殻模型による高精度分析のsd殻領域への展開

若手研究 共通教育学群 講　師 南谷　奉良 新規 2020 ジェイムズ・ジョイスと〈苦痛の鞭を打つ者〉―文学における痛みの文化史的考察
基盤研究（B）応用化学科 教　授 白木　　将 継続 2019 全固体電池における固固界面イオニクス：構造物性相関の解明
基盤研究（C）機械工学科 教　授 神　　雅彦 継続 2019 次世代モータ用電磁材料の超音波振動せん断技術に関する研究

基盤研究（C）電気電子通信工学科 准教授 木村　貴幸 継続 2019 大規模ライドシェアシステムに対する非線形力学系理論を用いた経路制御手法
基盤研究（C）応用化学科 教　授 大澤　正久 継続 2019 単分子で白色発光を示すd10金属二核ハイブリッド材料の開発

基盤研究（C）応用化学科 教　授 新倉　謙一 継続 2019 タンニン酸-PEG複合体の形状・サイズ制御法の確立とワクチンへの応用

基盤研究（C）応用化学科 准教授 福田めぐみ 継続 2019 電荷相互作用に基づく無機材料選択的結合ペプチドの合理的設計法

基盤研究（C）ロボティクス学科 教　授 鈴木　宏典 継続 2019 多重追突事故防止型自動運転技術の開発：先行車の減速意図予測に基づく車群安全の実現

基盤研究（C）ロボティクス学科 教　授 樋口　　勝 継続 2019 中小企業におけるスマートファクトリー実現のためのワイヤ駆動デルタロボットの開発
基盤研究（C）情報メディア工学科 教　授 粂野　文洋 継続 2019 社会実装型PBLのリスク分析手法に関する研究
基盤研究（C）情報メディア工学科 准教授 勝間田　仁 継続 2019 複数のスマートデバイスを活用した個人適応型学習環境の研究開発

基盤研究（C）情報メディア工学科 准教授 松浦　隆文 継続 2019 移動シェア問題に対するニューラルネットワークを用いたオンラインアルゴリズムの開発
基盤研究（C）建築学科 教　授 吉野　　一 継続 2019 可搬型局所換気装置による介護空間の空気環境改善に関する研究

基盤研究（C）建築学科 准教授 樋口　佳樹 継続 2019 コンポストトイレ導入による自宅と地域における災害発生直後の排泄環境整備

基盤研究（C）共通教育学群 教　授 本村　猛能 継続 2019 国際比較を踏まえた我が国の情報教育カリキュラム体系化と教材提案及び実践研究

若手研究 建築学科 准教授 箕輪　健一 継続 2019 形状記憶合金による大空間ラチスシェル屋根の地震応答制御および残留変形対策

若手研究 共通教育学群 准教授 高岡　邦行 継続 2019 日本とミャンマーにおける数学教育の比較研究-留学生に対する教科指導を目的に-
若手研究 共通教育学群 講　師 齋藤早紀子 継続 2019 日常歩行の審美性における運動学的機序

基盤研究（C）機械工学科 教　授 張　　暁友 継続 2018 特殊加工用5自由度制御型磁気・圧電素子ハイブリッド駆動アクチュエータの研究
基盤研究（C）電気電子通信工学科 教　授 高瀬　浩史 継続 2018 零サイドローブ特性を持つパルス圧縮符号の探求と応用

基盤研究（C）電気電子通信工学科 教　授 宇賀神　守 継続 2018 ソフトウェア無線に適した高感度で帯域可変な3相信号処理無線受信LSI設計技術
基盤研究（C）ロボティクス学科 准教授 秋元　俊成 継続 2018 動脈血酸素飽和度の非接触測定の研究

基盤研究（C）情報メディア工学科 教　授 辻村　泰寛 継続 2018 大学の工学教育における地域連携型社会実装PBLのカリキュラムデザイン
基盤研究（C）情報メディア工学科 准教授 橋浦　弘明 継続 2018 ビッグデータを用いたソフトウェア開発プロセス分析基盤の研究
基盤研究（C）共通教育学群 教　授 工藤　　浩 継続 2018『先代舊事本紀』の注釈的研究
基盤研究（C）共通教育学群 准教授 狩野　みか 継続 2018 改良型小型圧力セルによる擬一次元有機導体の新規物性解明
若手研究 共通教育学群 講　師 内藤　貴仁 継続 2018 自由ループ空間の有理係数ホモロジーの研究
挑戦的研究
　（萌芽） 電気電子通信工学科 助　教 清水　博幸 継続 2018 雷撃の衝撃波による椎茸発生メカニズム解明と栽培促進技術の確立
基盤研究（C）電気電子通信工学科 教　授 吉野　秀明 継続 2017 センサーデータの時空間集約による異常トラヒック検知手法の研究

基盤研究（C）建築学科 教　授 那須　秀行 継続 2017 塗布状制振素材及びテープ状制振素材による木造制振耐力壁の開発と実棟3次元挙動解析
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屋根型円筒ラチスシェルの縮小模型

彩
の
国
さ
い
た
ま

Ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞

日
本
塑
性
加
工
学
会

学
生
奨
励
賞
を
受
賞

日
本
建
築
学
会

奨
励
賞
を
受
賞

文
部
科
学
大
臣
表
彰

科
学
技
術
賞
を
受
賞

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
実
装
学
会

ポ
ス
タ
ー
ア
ワ
ー
ド
を
受
賞

宮
代
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
・
ラ
ボ

日
本
教
育
新
聞
社
賞
な
ど
受
賞

　

１
月
18
日
開
催
の
「
彩
の

国
さ
い
た
ま 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ン

テ
ス
ト
２
０
１
９
」
に
て
、

情
報
メ
デ
ィ
ア
工
学
科
の
２

チ
ー
ム
が
受
賞
し
た
。

　

新
保
颯
間
さ
ん
、
高
梨
辰

悟
さ
ん
、
福
田
拓
郎
さ
ん
の

チ
ー
ム
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
表
情
認
識
機
能
を
使

い
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
表

　

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

２
年
（
瀧
澤
研
究
室
）
の
児

玉
渉
平
さ
ん
が
２
月
28
日
、

日
本
塑
性
加
工
学
会
の
「
学

生
奨
励
賞
」
を
受
賞
し
た
。

受
賞
研
究
名
は
「
外
接
多
角

形
を
用
い
た
降
伏
曲
面
の
簡

易
同
定
法
の
開
発
」。

　

本
研
究
で
は
、
古
典
的
な

材
料
試
験
を
組
み
合
わ
せ
て

簡
易
に
板
材
の
降
状
曲
面
を

測
定
す
る
試
験
方
法
を
提

　

電
子
情
報
メ
デ
ィ
ア
工
学

専
攻
博
士
前
期
課
程
２
年

（
竹
村
研
究
室
）
の
市
川
舜

太
さ
ん
が
３
月
４
日
、
第
33

回
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
実
装

学
会
春
季
講
演
大
会
に
お
い

て
「
ポ
ス
タ
ー
ア
ワ
ー
ド
」

を
受
賞
し
た
。
受
賞
研
究
名

は
「
プ
リ
ン
ト
基
板
実
装
Ｕ

Ｗ
Ｂ
モ
ノ
ポ
ー
ル
ア
ン
テ
ナ

の
小
型
化
と
群
遅
延
特
性
に

関
す
る
検
討
」。

　

本
研
究
で
は
、
低
い
消
費

　

２
月
28
日
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
夢
コ

ン
テ
ス
ト
２
０
１
９
に
お
い

て
、
先
進
工
学
部
情
報
メ

デ
ィ
ア
工
学
科
の
山
地
秀
美

教
授
、
大
橋
裕
太
郎
准
教
授

ら
が
「
日
本
教
育
新
聞
社

賞
」
を
受
賞
し
た
。
受
賞
論

文
名
は
「
小
学
校
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
支
援
す
る

と
か
ら
、
実
施
の
難
し
さ
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
活
動
で
は
児
童
だ
け

で
な
く
先
生
方
も
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
の
手
法
を
学
べ

る
ほ
か
、
町
内
の
シ
ニ
ア
と

の
交
流
も
深
め
ら
れ
、
地
域

で
の
新
た
な
つ
な
が
り
が
期

待
で
き
る
。
こ
う
し
た
例
は

全
国
的
に
も
珍
し
く
、
先
進

的
な
事
例
と
し
て
高
く
評
価

さ
れ
た
。

　

ま
た
大
橋
准
教
授
は
３
月

29
日
、
第
８
回
情
報
と
教
育

技
術
に
関
す
る
国
際
会
議

（
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｔ
２
０
２
０
）

に
お
い
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
・
ラ
ボ
活
動
の
運
営
や
評

価
手
法
に
つ
い
て
の
研
究
結

果
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
発
表
。

高
齢
化
と
小
学
校
に
お
け
る

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
と
い

う
、
異
な
る
問
題
の
解
決
を

同
時
に
目
指
し
て
い
る
点
が

高
く
評
価
さ
れ
、「
ベ
ス
ト

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を

受
賞
し
た
。
受
賞
論
文
名
は

「
シ
ニ
ア
に
よ
る
シ
ニ
ア
の

た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講

座
の
開
発
」。

情
を
作
る
「
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
」

と
い
う
ゲ
ー
ム
作
品
の
ア
イ

デ
ィ
ア
が
評
価
さ
れ
「
サ
ン

ケ
イ
リ
ビ
ン
グ
新
聞
社
賞
」

を
受
賞
。

　

久
保
田
翔
吾
さ
ん
、
江
森

大
智
さ
ん
の
チ
ー
ム
は
、

小
・
中
学
生
と
学
校
の
先
生
、

保
護
者
の
３
者
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
に

よ
っ
て
相
互
に
つ
な

ぎ
、
教
育
を
総
合
的

に
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
我
利
便（
が
り
べ
ん
）

く
ん
」と
い
う
シ
ス
テ

ム
の
独
自
性
や
新
規

性
が
評
価
さ
れ
「
ア

イ
デ
ィ
ア
部
門（
高

校
・
専
門
・
大
学
）最
優

秀
賞
」
を
受
賞
し
た
。

案
。
こ
の

方
法
を
用

い
れ
ば
、

複
雑
な
材

料
試
験
機

を
使
わ
ず

と
も
、
板

材
成
形
解

析
の
精
度
向
上
の
た
め
の
材

料
モ
デ
ル
を
同
定
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。

　

受
賞
に
際
し
児
玉
さ
ん
は

「
教
員
や
周
り
の
方
々
の
指

導
、
諸
先
輩
方
の
研
究
の
積

み
上
げ
の
結
果
と
し
て
い
た

だ
い
た
賞
と
思
っ
て
い
ま

す
。
賞
に
恥
じ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
今
後
も
精
進
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

電
力
で
高
速
無
線
通
信
を
実

現
す
る
超
広
帯
域
（
Ｕ
Ｗ

Ｂ
）
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
使

用
さ
れ
る
ア
ン
テ
ナ
の
小
型

化
に
成
功
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
普
及
へ

の
幅
広
い
応
用
を
期
待
で
き

る
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ

た
。

　

今
後
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
普
及
、

さ
ら
に
は
無
線
を
装
備
し
た

多
く
の
電
子
機
器
に
お
い

て
、
プ
リ
ン
ト
基
板
へ
の
実

装
に
本
研
究
の
成
果
を
適
用

す
る
こ
と
で
、

更
な
る
小
型
化

や
性
能
の
向
上

と
い
っ
た
効
果

が
期
待
さ
れ
る

も
の
と
し
て
受

賞
に
至
っ
た
。

宮
代
町
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
・

ラ
ボ
」。

　

宮
代
町
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
・
ラ
ボ
は
、
小
学
校
等
で

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
支

援
を
通
じ
た
地
域
貢
献
を
目

的
に
２
０
１
９
年
に
設
立
。

町
内
の
シ
ニ
ア
が
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
を
学
び
、
本
学
学
生

と
と
も
に
町
内
の
小
学

校
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

の
授
業
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

　

小
学
校
で
は
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
必
修

化
さ
れ
た
が
、
教
え
る

側
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

だ
け
で
な
く
、
情
報
技

術
の
基
本
や
適
切
な
教

授
法
も
求
め
ら
れ
る
こ

※
学
生
の
学
年
は
受
賞
時
の
学
年
で
表
記
し
て
い
ま
す

　

建
築
学
科
の
箕
輪
健
一
准

教
授
が
４
月
17
日
、
日
本
建

築
学
会
の
「
２
０
２
０
年
日

本
建
築
学
会
奨
励
賞
」
を
受

賞
し
た
。
受
賞
論
文
名
は

「
屋
根
型
円
筒
ラ
チ
ス
シ
ェ

ル
を
対
象
と
し
た
シ
ス
テ
ム

同
定
に
基
づ
く
ア
ク
テ
ィ
ブ

　

基
幹
工
学
部
応
用
化
学
科

内
田
祐
一
教
授
が
４
月
14

日
、
文
部
科
学
省
選
考
に
よ

る
「
科
学
技
術
分
野
の
文
部

科
学
大
臣
表
彰　

科
学
技
術

賞
（
開
発
部
門
）」
を
受
賞
。

賞
状
と
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ

た
。
受
賞
論
文
名
は
「
環
境

調
和
型
高
品
質
ス
テ
ン
レ
ス

鋼
溶
製
プ
ロ
セ
ス
の
開
発
」。

な
お
本
件
は
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス

奥
山
悟
郎
氏
、
小
笠
原
太
氏

と
の
共
同
受
賞
と
な
る
。

　

従
来
の
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
生

産
で
は
電
力
を
大
量
に
消
費

し
、
環
境
負
荷
が
高
い
と
い

う
課
題
が
あ
っ
た
。

　

本
件
で
は
ク
ロ
ム

鉱
石
直
接
加
熱
添
加

技
術
等
の
開
発
に
よ

り
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼

溶
製
時
に
必
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を

42
％
削
減
、
製
造
時

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
、
省
資
源
化
等
が

可
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
製

品
の
安
定
し
た
供
給
が
、
社

会
全
体
の
環
境
負
荷
低
減
に

寄
与
す
る
点
が
高
く
評
価
さ

れ
た
。

チ
ー
ル
ス
チ
ー
ル
研
究
所
の

岸
本
康
夫
氏
、菊
池
直
樹
氏
、

制
振
」。

　

震
災
時
な
ど
に
避
難
場
所

と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
施
設

に
は
、
体
育
館
や
ド
ー
ム
の

よ
う
な
大
空
間
を
有
す
る
建

物
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
建

築
物
に
多
い
ラ
チ
ス
シ
ェ
ル

と
い
う
屋
根
の
構
造
を
対
象

に
、
建
造
物
の
揺
れ
を
制
御

す
る
方
法
を
提
案
。
少
な
い

セ
ン
サ
ー
や
駆
動
装
置
で

も
、
配
置
す
る
位
置
や
測
定

デ
ー
タ
を
解
析
す
る
こ
と
に

よ
り
高
い
効
果
が
得
ら
れ
る

こ
と
を
、
振
動
実
験
に
よ
り

実
証
し
た
。
今
後
、
地
震
の

被
害
を
低
減
さ
せ
る
手
法
と

し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

「
＃
み
や
し
ろ
ま
ち
」
で

ツ
イ
ー
ト
し
ま
せ
ん
か
？

宮代町
だより

225号

　

学
生
の
み
な
さ
ん
、
宮

代
町
の
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー

を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
で

は
、
町
の
観
光
情
報
や
暮

ら
し
の
情
報
、
四
季
折
々

の
風
景
や
学
校
給
食
の
メ

ニ
ュ
ー
な
ど
を
発
信
し
て

い
ま
す
。

　

町
や
日
本
工
業
大
学
の

い
い
と
こ
ろ
を
広
め
た

い
！
そ
ん
な
思
い
を

『
＃
み
や
し
ろ
ま
ち
』
を

つ
け
て
つ
ぶ
や
い
て
み
ま

せ
ん
か
？
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ

が
つ
い
た
ツ
イ
ー
ト
を
町

が
リ
ツ
イ
ー
ト
し
ま
す
。

　

学
生
な
ら
で
は
の
視
点

で
、
新
し
い
町
の
魅
力

を
、
動
画
や
写
真
で
紹
介

し
て
み
ま
し
ょ
う
！

一
般
社
団
法
人
日
本
工
業
大
学
工
友
会
定
時
総
会

Ｎ
Ｉ
Ｔ
ク
リ
エ
イ
ト
株
主
総
会

書
面
審
議
に
よ
り
予
算
案
な
ど
承
認

再
任
さ
れ
た
原
社
長
が
決
意
表
明

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、

本
年
度
の
一
般
社
団
法
人
日

本
工
業
大
学
工
友
会
定
時
総

会
は
、
６
月
13
日
に
書
面
審

議
で
行
わ
れ
た
。

　

議
案
は
、
次
の
通
り
。

第
一
号
議
案
：
２
０
１
９
年

度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
報

告
に
関
す
る
件

第
二
号
議
案
：
２
０
２
０
年

度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予

　

Ｎ
Ｉ
Ｔ
ク
リ
エ
イ
ト
の
第

53
期
定
時
株
主
総
会
が
５
月

30
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　

原
隆
之
社
長
に
よ
る
当
期

の
事
業
経
過
と
決
算
内
容
に

関
す
る
報
告
は
、
質
疑
応
答

を
経
て
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。

　

そ
の
後
、
任
期
満
了
に
伴

い
取
締
役
６
名
が
重
任
さ

れ
、
社
長
に
は
原
隆
之
氏
が

算
案
に
関
す
る
件

第
三
号
議
案
：
定
款
の
規
定

に
基
づ
く
理
事
及
び
監
事
選

任
に
関
す
る
件

　

各
審
議
事
項
に
対
し
て
、

代
議
員
か
ら
議
決
権
行
使
書

に
よ
り
決
議
さ
れ
、
全
て
の

議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
報
告
事
項
と
し

て
、
代
議
員
の
選
任
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
た
。

再
任
さ
れ
た
。

　

原
社
長
よ
り
「
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
の
不
安
が
ま
だ
ま
だ

残
る
中
、
こ
の
一
年
間
は
大

変
厳
し
い
環
境
下
で
の
業
務

運
営
に
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
色
々
と
工
夫
を
凝
ら

し
、
学
生
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
努
め
て
参
り
た
い
。」

と
決
意
表
明
が
あ
り
、
株
主

総
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

英語学修イベント「ELCチャレンジ」開催

　4月17日～5月10日、英語教育センターにおいて、英語学
修イベント「ELCチャレンジ」が開催された。
　参加学生は「英語による自己紹介ビデオの作成」「英語によ
る日記のライティング」のいずれかに応募。その中でセンター
が特に優秀だと判断した作品を選考・表彰し、6月17日に授賞
セレモニーを行った。
最優秀賞：涌井 歩さん（基幹工学部機械工学科2年）
優秀賞　：鯉渕 咲大さん
　　　　　（建築学部建築学科生活環境デザインコース3年）
特別賞　：宮古 菜々さん （先進工学部ロボティクス学科1年）
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